
Collaborative system of multiple consultation support offices

「相談支援事業の複数事業所による協働体制」
～地域での協働を促進する体制づくりのポイント～

令和6年度 一般社団法人

山口県相談支援専門員協会
第2回研修会

講 師
社会福祉法人清樹会 地域生活支援センターすみよし
センター長･主任相談支援専門員

日本相談支援専門員協会九州地区担当理事。政策委員
として、相談支援事業の複数事業所による協働体制作
りに取り組む。精神保健福祉士･社会福祉士。

山口 麻衣子 氏

【お問い合わせ】
一般社団法人山口県相談支援専門員協会 事務局
〒759-6611 山口県下関市秋根南町1丁目1-5

TEL：080-3895-2232 FAX：083-963-9194
MAIL：ycs.2012@hotmail.com

11月9日(土) 13時30分から16時30分（13時開場）

山口県教育会館第2研修室(山口県山口市大手町2-18)

会 員 2,000円 非会員 4,000円賛助会員 3,000円

日 時

会 場

参加費 （会員：中国ブロック相談支援専門員協会会員
※広島県については、準じた団体の会員）

YCS
Yamaguchi
Connecting society
and partnership

申込み(以下のURLもしくは右記のQRコードにて)

https://forms.gle/YNFNXpwYZkFJS5fF6



What is a collaborative system?
～複数事業所による協働体制とは？～

令和3年度の報酬改定により、新たに複数事業所の協働による相談支援の
体制整備について示されました。背景には、全国の相談支援事業所のうち、

およそ1人～2人事業所の割合が全体の40％を超えるという実態
があります。この仕組みを活用した体制整備には、相談支援事業所の
経営の改善・強化や相談支援専門員の増員、地域における
相談支援の質の向上につながることが期待されています。

出所：https://nsk2009.org/?p=968 (日本相談支援専門員協会HP)

から へ

一方で、活用している地域が少ない現状があり、今後の活用促進に
向けて、知る機会が必要であるといえます。
研修を通じてまずは仕組みを知ることで、我が町の相談支援体制について
考えてみませんか？多くのご参加をお待ちしております！

https://nsk2009.org/?p=968

